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狛江市の男女共同参画にかかる提言について

○市長の諮問に応じ、次の事項について調査審議し、提言する。

（１）男女共同参画に係る計画の推進に関すること

（２）男女共同参画社会の実現に関すること

●令和５年・６年度重点テーマ

価値観をアップデートしよう!!

●男女共同参画に関する市民意識調査【無作為抽出】

男女共同参画に関する市民意識調査【LINE】

●第 1回委員会のキーワード

キーワード
・「男女共同参画」という言葉が使われているが、「ジェンダーイクオリティ」や「ジェン
ダー平等」という言葉の方が現代の方達には浸透するのではないか。
・「男女共同参画」という言葉だとイメージが固い。
・「男女」という言葉は男性か女性どちらかだけというイメージになってしまう。
・令和 4年度の「わたしが動く」というキーワードは個人として見た時に、自分がやらな
いと、気付かないと意識させられる文章だと思う。
・ジェンダーレスという意図で推進しているという文言を提言の最初に記載するのはど
うか。男性の中には女性性があり、女性の中には男性性があるということも盛り込めれ
ば。
・提言に盛り込む際に、「男女」という言葉だと 2つの意味しかないが「ジェンダー」で
あればすべてを内包することから、より広く多様性を受け入れられる言葉で市民に発信
していきます、というような提言を１つ入れられるとよいのではないか。
・「ジェンダー平等」という言葉だけだと「男女共同参画」のうち「参画」の参加すると
いう部分が抜け落ちているので、「自分から参加していく」というような文言を入れるこ
とができればよいのではないか。
・男女問わず関われるジェンダー平等という言葉があれば分かりやすい。
・アンコンシャスバイアスという言葉も一人ひとりの価値観であると思うため、自分の価
値観が正しいかどうかを常に確認していくことも大事だと思う。
・アンコンシャス・バイアスについて「あなたの価値観は本当に正しいですか」という表
現にしてもよいと思う
・普段の家庭、学校、地域の中で「男の子だから」「女の子だから」というようなバイア
スのかかっている言葉が使われているケースがまだまだあると思う。より多くの人がこ
の言葉はここでは言ってはいけないなというように意識するきっかけになる提言になれ
ばよい。
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参考①：平成 30年度提言

「誰もが認めあえる大切さ みんなで取り組む男女共同参画づくり」

【提言１】男女共同参画に対する意識向上に向けた体制の強化

【提言２】市の情報発信力の強化

【提言３】推進計画の改定に向けた評価方法の見直し

参考②：令和２年度提言

「お互いを尊重し合い、一人ひとりが活躍できる、生きやすいまち、男女共同参画

を目指して」

【提言１】男女共同参画に対する意識向上に向けた体制・情報発信の更なる強化

【提言２】コロナ禍の経験を踏まえた新しい生活様式の実現

参考③：令和４年度提言

「もやもや・おかしいを見過ごさず、『わたし』が動く男女共同参画社会を目指して」

【提言】個性と多様性を尊重し、前向きに生きがいを感じられる男女共同参画社会の実

現に向けた取組の強化

＜具体的提言＞

１．アンコンシャス・バイアス（無意識の思い込み・偏見）の解消ができているか

・女性活躍推進のためにはアンコンシャス・バイアス（無意識の思い込み・偏見）の解

消が必要であることから、まずは市民一人ひとりが自分の中にある無意識の思い込みや

偏見に気づくことができるように、正しい知識の周知、啓発を図ること。

２．性別に関わりなく、多様性を尊重し合い、誰もが個性や能力を発揮できているか

・自分らしい多様な生き方をデザインできる社会を実現するために、男女共同参画推進

計画の更なる推進を図ること。

・それぞれの人が持つ多様性を認めるために、ＳＮＳ等を活用した周知・啓発を行うと

ともにＬＧＢＴＱ当事者等、誰もが悩みを相談できる環境を整備すること。

３．家庭、学校、地域等において男女共同参画意識の醸成を図れているか

・男女共同参画の視点に立った広報活動のさらなる充実を図るとともに、ターゲットに

合わせた効果的な啓発活動を行うこと。

・女性の防災に係る活動への参画等、男女が対等な立場で様々な活動に参画できるよう

な環境づくりを推進すること。


